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 4 月 4 日（土）午後 1 時半より群馬県社

会福祉総合センターで、標記のテーマで松

本稔さんのライフ

ヒストリーをお伺

いしました。松本

さんは幼少からボ

ール投げ遊びが大

好きで、天井の節

当てを楽しんでい

たそうです。78

年の春の甲子園大

会で史上初の「完全試合」を達成しました

が、後の人生は「おまけ」だといっていま

す。その松本監督は、87 年夏、決勝で前

工を延長で破り中央高校を甲子園に導き、

さらに 02 年には母校前高を春の甲子園に

連れて行っています。世に“松本マジック”

と言われていま

すが、その背景

にはマジックを

必然ならしめる

指導がありまし

た。松本さん独

自の野球哲学を

お楽しみくださ

い。お忙しい方

は、5ｐの 4.完全試合と私からお読みくだ

さい。尚、正確さを期すため加筆・訂正、

付記、最後に追録があります。 
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司会：５７回目の“戦後教育史を学ぶ”を

始めさせていただきます。本日お招きし

ました松本先生は皆さんご承知の通り、

78 年の春の甲子園大会で史上初の「完全

試合」を達成した前高のピッチャーです。

高校教師としてのスタートは中央高校で、

87 年夏、決勝で前工を延長で破り甲子園

出場を果たしています。そのとき私は前

工の野球部顧問をしていまして、松本マ

ジックを見せ付けられた思いでした。02

年には母校前高を春の甲子園に連れて行

っています。本日は松本先生独自の「高

校野球論」を伺えることを楽しみにして

います。 

 

1.グローブを貰った 

 

平野：東洋大学の平野でございます。これ

まで皆さんは松本先生のお話を伺う機会

は多かったかもしれませんが、今回はイ

ンタビュー形式で伺うことによって、出

来上がった松本先生のお話というよりは

指導者としても松本稔がどういうふうに

形成されてきたかというところを中心に

伺っていきたいと思っています。 

 まず、前半に教師になる前史の部分を

伺って行きます。松本さんが純粋培養型

で育った野球少年ではなかったというこ

とが、“松本野球”の一つの原点のよう

に思われますが、中学時代には野球部に

入るのをためらったともお聞きしました

が、野球に出会うまでの松本少年につい 

て、まず伺いたいと思います。最初の野 

球との出会いと小学校時代のその他のス 

ポーツとのかかわりなどからお話いただ 

けますか。 

松本：皆さんこんにちは、松本です。今日

は 500 円分の価値のある話は出来ないと

思うのですが、（笑）最初に謝っておきた

いと思います。 

 私の野球との出会いですが、何時ごろ

かはよく分からないのですが、そこらに

転がっていたボールで遊んでいたのでは

ないですかね。強いて記憶を遡れば、幼

稚園のときに先生とゴムボールでキャッ

チボールをしてもらったということがあ

ります。今ほどいろいろな遊びやスポー

ツのない時代でしたから、遊び＝野球と

いう時代・地域だったのかもしれません

ね。幼稚園の頃ですから、なにか野球を

一生懸命やるとか他の何かに熱中すると

かの年齢ではありませんから…。 

平野：何時ごろ野球チームに入ったので

すか。伊勢崎のご出身でしたね。 

松本：そうです、大都会伊勢崎です。（笑） 

伊勢崎でも本庄に近い馬見塚町という緑

いっぱいの環境で育ちまして、小学校の

三年生のときに町内の野球チームに入り

ました。当時は町内対抗みたいな感じで、

町内チームが中心でした、ハイ。 

平野：年齢構成は？ 

松本：六年生が中心で少しずつ五、四年生

もいるという感じでした。三年生で入る

のは意外と早かったように思えます。野

球チームに入らないと友達と遊べないと

いう事情もありましたね。で、街にイソ
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ベスポーツという運動具店がありまして、

そこでユニフォームを買ってもらいまし

たが、背番号は「８」でした。ジャイア

ンツの高田選手の背番号ですね。ポジシ

ョンは三塁手で４年生のときはピッチャ

ーもやりました。 

平野：三年生でもうポジションがもらえ

たのですか。 

松本：上手かったのではないですか。（笑） 

平野：いきなり上手かったというのは？ 

松本：幼稚園のときにゴムボールでキャ

ッチボールをやりました。小学校一年生

の時に近くの人が僕にグローブをくださ

いまして、初めてのグラブでしたからそ

れが嬉しくて、それに、近くに余り友達

がいなかったので、家のブロック塀を相

手に毎日キャッチボールをしていました

ね。ブロック塀の一つの区画目がけて投

げていましたね。その区画に投げないと

ボールがあっちこっち行ってしまいます

ので、真剣に投げますよね。車が目の前

を通って行くんですけれど、そのときは

静かにやり過ごして、また投げ出す。考

えてみれば、神経が発達する一番良いと

きにそういういいキャッチボール相手、

友達
、、

が出来たということですね。それに

よって多分小学校三年でチームに入った

ときにはある程度狙ったところに球が投

げられていたと思いますね。＜平野：基礎

ができていたと＞家の中でも柱目がけてキ

ャッチボールしたり、寝っころがって天

井の節にボールを当てたりして遊んでい

ましたね。＜平野：それはブロック塀より難

しいですね＞ガラスも何枚も割ったかなと

…。 

平野：ということで、三年はサードで「８

番」。この背番号は自分で選んだのです

か。 

松本：そうです。私は今でも長島ファンな

のですが、もしかしたら上級生にすでに

「3」がいたのかもしれませんね。それに、

高田選手は俊足でもありましたので、そ

れに憧れていたのかもしれません。 

平野：そういえば、陸上もやってたそうで、

足は早かったんですね。 

松本：足は短いのですが、距離は短ければ

短いほど速かったですね。50ｍはもう疲

れてダメなのですが、野球は 30ｍが速け

ればいいのですから。陸上は大会があり

ますので、学校代表でソフトボール投げ

や走り幅跳びに出ていました。 

平野：四年生のときはもうピッチャーだ

ったのですか。 

松本：そうですね。エースではなかったと

思うのですが、リリーフで投げた記憶は

あります。 

平野：で、他のスポーツもしていたわけで

すから、まるっきり野球少年だったわけ

でもなかったのですね。 

松本：水泳は、夏に学校のプールでよく泳

いでいました。クロールやバタフライを

やったのですが、これが肩や肩甲骨を動

かすのにとてもよかったと思いますね。

ボールを投げるのに水泳がとても大きく

役立ったなといま思っています。 

 



 4 

2．小学校チームをつくる（小学六年生） 

 

平野：ところがチームについて六年生の

時に困ったことが起こったとか…。 

松本：ええ、六年生の時に人数が足りなく

なって、町内チームが成立しなくなって

大会に出られなくなってしまったのです。

それで、町内関係なく仲の良い友達を募

って、勝手にチームを作ってしまいまし

た。名前は「クレージーナイン」（笑）。 

平野：その即席チームで大会に出たわけ

ですか。 

松本：市の大会で決勝まで進み、延長で 1

対０で負けました。 

平野：すごいですね。優秀なメンバーを集

めたのですか。 

松本：多分、集めましたね。子ども心でも

これだけのメンバーを集めれば勝てると

いう計算は立つじゃないですか。ですか

ら、何とか勝てるチームをつくろうと努

力したんじゃないかと思いますよ。 

平野：すでにそういう策略家だったので

すね。六年生の即席チームで市内大会決

勝まで進んだというのに、中学に入った

ときは野球部だけを考えていたわけでは

なかったと？ 

 

3．一度も勝てなかった中学時代 

 

松本：そうですね。六年生の陸上の記録会

でハードルに出まして、県大会で５位に

なったのです。賞状を貰って嬉しかった

のか、集団のスポーツでなくて自分が努

力して能力を発揮できれば評価される個

人の種目の方がいいなと思ったんですね。

でも、気がついたら野球部に入っていま

した。何でなのかはよく分からないので

すが…。 

平野：中学のチームはどういうチームだ

ったのですか。 

松本：伊勢崎第二中学校（現四中）の野球

部でした。私が小六のときにとても熱心

な先生がいらっして、県大会で優勝して

いるのです。おそらくそれがあったので

しょうね。そういうチームに入って野球

をすればまた勝利できるのかなという気

持がふつふつと湧いてきて、中学でも野

球をやろうかと思ったのだと…、でも、

入部したらその先生は転勤して、新しく

顧問になった先生はほとんどグランドに

出てこないということになってしまいま

した。 

平野：で、活動はどうなったのですか。 

松本：先生が熱心に指導くださらなかっ

たこともあり、退部する生徒も出てだん

だん部員が少なくなって年々弱くなりま

した。私が上級生になったときは、私と

キャッチャー以外はみんな別の部を辞め

てきた連中になってしまいました。あと

で春日野部屋に入門した人もいました。

（笑）そういうことで、最後の一年間は市

の大会で一度も勝てず、全て１回戦負け

でした。 

平野：それでも野球に対する情熱を失わ

なかったわけは？ 

松本：どうしてですかね。でも、自分は 
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ピッチャーだったので、自分が一生懸命

に投げてよいピッチングをすれば勝てる

と信じていたような気がします。かっこ

よく言えば、「俺が勝たしてやる」とい

った気負いみたいな、傲慢な気持があっ

たのかもしれません。 

平野：個人競技のほうが向いているので

はないかという気持をお持ちで、さらに

入った野球部の成績も芳しくないとなれ

ば、転向していてもおかしくないと思う

のですが…。 

松本：他の陸上部や水泳部に行っても大

した成績は残せないという考えもあった

かもしれません。チームは勝てないけれ

ど自分のピッチングはある程度思い通り

にいっていたというのがありました。で

すから、ある意味、ピッチャーとしての

自分にはある程度自信を持っていたのか

も知れませんね。 

平野：なるほど、それで負け続けてもめげ

なかったのかも…。 

松本：弱ければ自分が何とかしてやろう

とか、そのほうがカッコいいとか、ヒー

ローになれるとか、そういう気持ちも少

しはあったのかもしれませんね。 

平野：バッティングはどうだったですか。 

松本：バッティングは好きでしたね。中三

の担任の先生から、「松本、日曜日また

ヒットを打ったんだってな」といわれて

喜んだ記憶があります。 

平野：そういう意味では、個人競技が好き

だったところがあるから、自分なりに納

得のいくことが出来ていることで補われ

ていたのかもしれませんね。ところで、

その時点で、将来の夢として野球への思

いみたいなものはどうだったんでしょう

ね。 

松本：小学校六年のときの作文に、「将来

の夢」というタイトルで将来はプロ野球

選手に、というのを書いたんですよね。

中学校になっては多分頑張ってもそこま

では無理だろうな…、そんな気持になっ

ていたと思います。どうしてそうなった

かは分からないんですがね。 

 

4．完全試合と私（前高時代） 

 

平野：そういうことで高校へ入学するわ

けですけれども、すぐに野球部に入られ

たのですか。 

松本：おそらく、入学式のあと２週間くら

い遅れて入部したと思います。 

平野：その訳は？ 

松本：これは、折角電車通学になり、女子

高生が同じ電車に乗る環境になったとこ

ろで、坊主頭になるんじゃぁこれはまず

いと、これですね、最大の理由は。（大笑）

で、そろそろ入らなければまずいという

ところまで引き延ばしました、ハイ。 

平野：それで決断したのは…。 

松本：もう一人伊勢崎から野球をやろう

といっていたのがいたものですから、二

人で決断して職員室に行きまして、野球

部の部長の先生に入りたいんですけどと

いう話をしました。その方はとても優し

いいい先生だったんですけど、前部長が
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皮肉屋で「君たちどこから来てるんだ。

伊勢崎？そういえば最近伊勢崎から来て

続いているヤツはいないな。タイヘン

だ。」と後ろから言ったのです。そうか

なとも思ったのですが、一応入らないと

分からないわけで、「それでも入ってみ

ます」といって始めました。 

平野：入部したチームはどうだったので

すか。 

松本：私は勉強は余りできなかったので、

勉強半分野球半分くらいの生活かなと思

って入ったのですが、練習に休みはあり

ませんし、上級生に厳しい人がいたりし

て、こんなはずじゃなかったと思いなが

らしばらく過ごしたですね。チームのレ

ベルはちょうど力が上がっているところ

で、入部してすぐに春の大会がありまし

て、県で優勝して関東大会にも行かして

いただきました。 

平野：そのときは試合には出してもらえ

たのですか。 

松本：２週間くらい遅れての入部でした

ので…、でも春の大会の最後くらいのと

ころでベンチには入れてもらっていまし

た。水戸の関東大会ではリリーフに備え

てブルペンで投げていたという記憶があ 

ります。 

平野：もうピッチャーとして評価されて

いたわけですね。 

松本：うーん、どうなんでしょうね。他に

あまりピッチャーがいなかったのかもし

れません。 

平野：そこまでいっていたので、甲子園は

視野に入っていたのですか。 

松本：いや、あまり入っていないですね。

いけるはずがないよね、この学校じゃ、

と思って始めましたね。 

平野：チームの雰囲気もそうでしたか。 

松本：いや、先輩たちの中にとても能力の

高い選手がいましたから上手くすればと

いうのはありました。でも、甲子園とい

うのは自分では経験していない世界でし

たので、とてつもなくレベルの高い世界

の高校野球という気持がしていたもので

すから…頑張っても届かないという気持

がどこかにいつもあったように思います、

ハイ。 

平野：それが変わってきたのはどの辺り

からですか。 

松本：しばらくは変わらなかったと思い

ます。自分らが上級生になって高二の秋、

地元の敷島球場で関東大会があって、そ
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こで準優勝できたのですが、そのときに

初めてですよね。女子高生がたくさん応

援しに来てくれて勝てたのですが…（笑）、

エネルギーの源はそこですね。 

平野：準優勝ですから当然推薦で出場で

きると、 

松本：そうですね。選ばれるだろうと思い

ました。 

平野：そういうことで皆さんが良くご存

知の甲子園の舞台が訪れるわけです。出

ることになって気持はだいぶ変わりまし

たか。 

松本：嬉しさ半分、不安・恐怖半分ですね。

みんなが目指す甲子園ですから当然嬉し

いんですけれども、全国放送ですからあ

そこで恥は掻きたくないし、自分たちは

そんなに強くないと思っていましたから、

大敗するのはみっともないという不安・

恐怖ですね。半分半分でした。 

平野：実際に乗り込んでみてどうでした

か。 

松本：最初に甲子園球場に足を踏み入れ

たのは公開練習のときなのですが、僕は

その瞬間、「おぉ、思ったより小さいな」

と感じました。テレビを見ていてすり鉢

状のアルプススタンドのある大甲子園、

でっかい球場と想像していましたから、

意外さに驚きました。甲子園から帰って

きて作文に「あぁ、こんなものか！甲子

園は」などと書いていますからね。そう

いった意味では、ここなら投げられるよ

ねという気持がありましたね。 

平野：実際に試合が始まってみてどうで 

したか。 

松本：始まってみても驚くほど調子が良

くて。1 年間に 3 日くらいすごく調子の

良い日があるんですが、たまたまその日

にぶつかったんですね。ホントになんて

運がいいんだという感じ。甲子園はマウ

ンドの傾斜がとてもうまくできていて、

ホームプレートまで凄く近く感じられた

のです。ハイ。調子が良かったのもある

のかもしれません。それで、とっても気

持ちよく投げられました。それに、審判

の人がとっても良い方で、ストライクゾ

ーンがこんなに広いんです。（笑）えっ、

そこもストライクを取ってくれるの？と

いうのがありまして、ホントに気持ちよ

かったです。だから緒戦は不安などもあ

るものですけど、まぁ、いいボールが投

げられたので、これならいけるかもしれ

ないと思いましたね。この試合に限って

はあがることは全くありませんでした。

応援の方々もスタンドにいっぱい来て下

さったんですが、まぁ、これが最初で最

後だから観に行ってやるかという感じで、

勝利は皆さんあまり期待していないだろ

うなと思って、1 試合終われば皆さん満

足して帰ってくれるだろうと考えていま

したから、全然緊張とかありませんでし

た。勿論、良い緊張感はありましたけれ

ど緊張しすぎることはありませんでした

ね。 

平野：いけそうだと分かってからも変わ

りませんでしたか。 

松本：それは変わらないですね。あの、 
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出ること自体が“グリコのおまけ”みた

いなものでしたから、（笑）そのつもりで

した、ハイ。でも、最後は勝てると思っ

てないのが勝てそうになったので、多少

より緊張して投げた感じはしますが。 

平野：完全試合はどの辺りから意識し始

めましたか。 

松本：最初は気がつかないといいますか、

「完全試合」という 4 文字はなかったの

です。そういう試合は見たことも聞いた

こともなかったですから。ノーヒットノ

ーランは知っていました。あれ、その上 

に完全試合っていうのがあるよね、確か、 

と思ったのが、7 回くらいでしたかね。 

平野：ノーヒットノーランだって凄いこ

とですからね。 

松本：そうですよね、ハイ。 

平野：当然、チームメイトは意識しますよ

ね。 

松本：いやぁ、みんな…、記録はどうでも

よかったんですよ、多分。 

平野：そういう意味では無心にやってい

たという感じですかね。 

松本：そうですね。 

平野：でも回が押し詰まってくれば意識

せざるを得ませんよね。 

松本：ただ、なんていうんでしょうか、あ

まり野球のこととか記録のこととか知ら

なかっものですから、今まで 3、4人はや

ったことがあるだろうなと思っていたの

です。終わってみたら初めてだったので

びっくりしたくらいでした。 

平野：ベンチでは中継などは聞くのです 

か。 

松本：いや、それはありません。スタンド

の方のワーとかキャーとかがちょっと分

かるくらいです。 

平野：そういう意味では変な雑音は聞こ

えてこないんですね。 

松本：はい、集中は出来ました。 

平野：それで、最初は誰が口に出したので

すか。 

松本：誰も出しませんでしたね。出さない

ほうがいいってみんな感じ取っていたの

でしょうね。 

平野：最後までそのことには触れずに… 

松本：そのときはノーヒットノーランだ

とか「完全」という言葉は禁句だと…監

督も部長もおそらくそう思っていたので

はないでしょうか。 

平野：無理に触れないでおこうとするこ

とで反ってビリビリしちゃうことはなか

ったですか。 

松本：そうですね、でもさっきもいいまし

たけど、記録はどうでもいいんですよ。

勝てるかどうかが大問題で、 

平野：だから、かえっていらぬ緊張はしな

いで済んだわけですね。 

松本：はい。1点しかとっていないですか

ら、ランナーを出すわけにも行かず、そ

ういうことだったんですね。記録のこと

をあまり知らなくてよかったと思ってい

ます。知ってたらきっとダメだったと思

います。ひとり、野球オタク見たいな佐

久間という 1 塁手がいたのですが、彼は 

知っていたかどうか、まだ聞いていませ 
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んけれど。 

平野：そういうことで終わった後は大変

だったと思うのですが… 

松本：そうですね、終わった後は自分中心

に日本が回っているなという自覚があり

ましたね。（大笑） 

平野：具体的にはなにがあったのですか。 

次の試合があるからお祭り騒ぎなどして

いられませんよね。 

松本：高校野球はあまりお祭り騒ぎをや

ってはいけないような雰囲気を持ってい

ます。でも、試合が終わってアルプスス

タンドに挨拶のために走って行ったので

すが、礼をした途端にカメラマンがたく

さん集まってきて、自分が向きを変える

たびにゾロゾロ一緒に向きが変わるとい

う世界で

したね。球

場から宿

舎までの

帰りのバ

ス乗り場

までガー

ドマンが

ついて通

路を作ら

ないと通

れない状態でした。 

平野：マスコミの追っかけが凄かったの

ではないですか。 

松本：帰りのバスの前に集まっていまし

たね。主催者の記者やカメラマンはバス

の中まで入ってきていましたね。宿舎前

もいっぱいでした。その日は木曜日だっ

たのです。みなさん、覚えていらっしゃ

るかどうか分かりませんが、久米宏と黒

柳徹子が「ザ・ベストテン」という歌番

組をやっていたのです。僕たちは二階へ

上がってテレビを見ようということで見

たのですが、番組の冒頭で二人が両サイ

ドから出てきて、久米さんが「黒柳さん、

今日は高校野球ですごいことがあったん

ですよ。」というのをみんなで「うおぉ

お」って、（笑）聞いたことを覚えていま

す。 

平野：1回戦をそういう勝ち方をしてしま

いますと、次の試合にはプレッシャーが

かかりますよね。 

松本：そうですね。次の試合は 3日後くら

いでしたが、

自分では別

に意識はし

ていないつ

もりだった

のですが、翌

日から自分

たちのこと

が新聞やテ

レビで大き

く取り上げ

られましたから、動けばすぐにマスコミ

をついてきますし、そういうことでマウ

ンドに立ったときには人生初めて、おっ、

これが“あがり”ってヤツか、なんてい

うのを経験しました。 

平野：あがらない性格なんですか。 
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松本：基本的にはそれほどあがりません。

でもそのときは、マウンドに上がった瞬

間、頭はクリアでよく分かっているので

すが、身体がいうことを利かない、地に

足が着かないというのは正にこのことを

いうのですかね。足の筋肉に力が入らな

い。そんなことで貴重な経験をしました。

一応ピッチング練習を始めるのですが、

前回よりは肩の調子が良くなくて、身体

もそんなことなので、スピードもコント

ロールも緒戦ほどではなかったですね。

そんなことで 0対 14 で負けました。 

平野：思い通り行かなかった、その落差の

大きさへの周りの反響はどうだったです

か。 

松本：あっ、やっぱりそんなものね、とい

う感じですかね。自分たちもそう思って

いましたが。緒戦は上手く行きすぎちゃ

ったから今回でちょうどかなって。でも、

考えてみると、この数日で天国と地獄の

両方を味わったというのが、貴重な経験

で、ハイ。地獄も見られて良かったとい

う感じです。 

 

〔スタッフ註「ＹＯＵ ＴＵＢＥ」より実況放送〕 

1978 年選抜高校野球 前橋 松本投手完全

試合の瞬間 

＜ナレーション＞甲子園は沢山のヒーロー

を生み出しました。 

＜画面テロップ：昭和 53 年 3 月 30 日＞ 

＜画面：第 50 回大会（昭和 53 年）松本稔

（前橋高）＞ 

＜実況＞打者 26 人、全開、パーフェクトま

であと一人。淡々と投げる前橋高校のエー

ス松本、はたして胸中や… 

＜画面：完全試合まであと 1 球＞ 

＜実況＞あまりにも淡々としております。

代打の時田に第 1 球、初球打った！ピッチ

ャーゴロ、ピッチャーゴロ。とった！アウ

ト！ 

＜画面：史上初の大会記録通算 1019 試合目

＞ 

＜インタビュー＞ 

松本：えぇと、まず一勝、チーム全体が出

来たということでとても嬉しいです。 

アナ：ずいぶん優等生の答えが返ってきた

けども、史上初のパーフェクトなんだよね。 

松本：あっ、そうですか。 

アナ：パーフェクトは高校野球では夏もそ

して春もないんだよ。 

松本：あぁ、そうですか。 

アナ：淡々としてますね。 

松本：えぇ、あまり、なんというか実感、

まだ湧いてこないですから。 

アナ：今日のピッチング、自分では最高？ 

松本：ウーン、最高…？どうですか、わか

んないですけど、この 3 日前ころはピッチ

ングは全然ダメだったもんですから、2 日

前ころになって急にちょっと調子が出てき

たものですから、それで、まず勝てたこと

が一番嬉しいです。 

 

平野：そういうことで春が終わって、その

後夏季大会もあるわけです。それについ

ては…、 
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松本：選抜から帰って、朝、電車に乗れば

女子高生がこちらに注目してくれるし、

しかし、＜平野：期待通りだったのですね＞

坊主だったのであまり見られたくないし、

複雑な心境でした。夏の甲子園は最後で

すし、大目標でしたのでそれを目指して

3 ヶ月間取組みました。春季県大会は決

勝で敗れましたが、関東大会も決勝まで

いけましたから、選抜の 1 回戦に完全試

合で勝てたことが、まんざらまぐれでは

なかったことが証明できて嬉しかったで

すね。で、夏に向かっていくのですが、

みっともないところを見せられない多少

のプレッシャーもありましたし、やはり

高校野球をやってますと、6 月ごろにな

ると心身ともに疲れるのです。僕はあま

りエネルギーに溢れている男ではないの

ですぐ疲れたり、怠け者なので 6 月ぐら

いは「あぁ、今日もまた野球か」みたい

な気持が出てきて、午後の授業は寝てし

まうことが多かったのですが、チャイム

が鳴って目覚めると「また野球ね、きょ

うも」（笑）と思う日を何日か過ごしまし

たね。 

平野：7月の予選を目の前にしてそういう

状態だったのですか。 

松本：先生方には申し訳ないことをしま

したね。 

平野：でも、そういう雰囲気は見せはしな

かったんでしょ。 

松本：それが、見せちゃうんですよ、僕は。

でも、周りに悪影響を及ぼすのはまずい

ので、いつもグランドの隅で独りで練習

をやっている振りをしながら自分で休ん

でいた…。その点ピッチャーはいいです

ね、別行動させてもらえますから。 

平野：自分ひとりでコツコツと調整して

いるという… 

松本：準備運動・柔軟・ストレッチをして

いると見せかけて実は休んでいたりし 

て…。 

平野：それで夏の予選が始まりました。 

松本：夏は最後の大会でしたから、多少の

注目を浴びていたこともありまして、緒

戦は高崎の城南球場でありましたが、人

生で二番目の緊張を体験しました。 

平野：それはどうしてですか。 

松本：負ければ最後の年は終わってしま

いますよね。それと、周りの人が松本が

どういうピッチングをするか、ある意味

注目・期待しているように思えましたの

で、それに応えられるかどうかという不

安があったと思います。で、緒戦は何と

かクリアしたのですが、準決勝まで行っ

たのですが、思うように行かず、前工に

敗れました。 

平野：今度はプレッシャーを受け続けた

ということですか。 

松本：それはありましたね。こういう性格

なので、もう一度行ったからいいよね、

見たいな気持も（大笑）。ですから行った

り来たりの心境ですかね。応援してくだ

さる人のためにも最後は行きたいという

気持ちもありましたしね。 

平野：結構めげない性格なんですね。 

松本：ホントにいいように解釈するとこ 
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ろがありますんで、ハイ。 

平野：で、先ほど中学時代にプロ野球は無

理かなという話がありましたが、大学進

学を控えて進路をどのように考えていま

したか。 

松本：高一のときに担任の先生から進路

希望調査表を渡されたのですが、そこに

は第 1希望一橋大学法学部と書いている

のです。弁護士にでもなろうかと思って

いたのですかね。担任の先生との面談で

「いかがなものでしょう」と聞いたら、

ウーンと 10 秒くらい唸っていましたが、

「これから頑張れば…ウーン、大丈夫か

もしれないね」と言っていました。おそ

らくダメだよと思いながらもそういって

くれたのだと思います。一応そういう希

望があったのですが、成績はもう下のほ

うですし、赤点がいくつかあって辛かっ

たです。指されても分からなくって立っ

てなさいみたいな感じでね。弁護士、法

学部は無理だと。＜平野：そう思ったのはい

つごろ？＞おそらく、高校二年生の時には

日本史か世界史で赤点を取ったのです。

実は、中学までは「社会科」には自信が

あったのですが、やはりそんな簡単なも

のじゃないということに気づかされまし

た。それで、どうしようかということで、

僕は前高という学校の雰囲気が好きで、

先生方もいろんな先生がいて、多分今考

えると先生方は大変だったと思うのです

が、でも、生徒から見た教員は皆さん楽

そうな感じがしたんです。（大笑）しかも

楽しそうにさえ見えました。放課後には

顧問の先生はグランドに来てくれて、一

緒に投げたり打ったり、時には走ったり

してくださるわけですよね。こうやって

人生を終わるのもこれはこれで良いかも

しれない（爆笑）。それで、教師だね、と

多分どこかで思うようになりました。最

初は社会科の教師になろうと思っていま

した。教壇で歴史か何かを教えて、放課

後になったらグランドにいって生徒と一

緒に身体を動かすのがいいんじゃないか、

と考えたんですね。ところが、赤点を取

ってしまったので…。 

平野：で、筑波大学の体育専門学群に推薦

入学で進んだわけです。 

松本：家は出たかったので群馬を離れた

い、教師になりたいということで「赤本」

で調べたら学芸大は 50何％が女子学生

なのですね。 

平野：元々女子師範でしたからね。 

松本：やっぱりそうですか。間違えました

かね。それから筑波もいいなと思いまし

た。教師になって野球の指導をしたいと

考えていましたので、筑波大にも野球部

があるので、そこにしました。 

 

5．監督に文句が言える 

お前がキャプテン（筑波大時代） 

 

平野：大学の方でも松本さんが来られる 

というので待ち構えていたと思うのです

が。 

松本：でも、生意気な後輩が入ってくるの

は嫌だったんでしょうね、合宿がすぐあ
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って行ったのですが、僕は気軽に先輩と

話しただけでしたのに｢松本、お前は生意

気だ！」といきなり言われましたね。 

後輩から先輩に向かって口を聞くとはと

いうのでしょうか、そんな古風な先輩も

いました、ハイ。岩手の盛岡一高のバン

カラ先輩でした。今でも憎んでいますけ

ど（大笑）。 

平野：大学時代の野球生活はどうでした

か。選手としてと将来の指導者としての

学びの両方があったと思うのですが。 

松本：筑波大ですから、多くの学生が教員

になってそれぞれ地方の指導者になるわ

けですから、僕はあそこに行けばとても

素晴らしいものが得られるのだろうと思

っていたのです。でも、こと野球に関し

てはそうでもなかったんですよね。それ

はとても残念なことでした。まず一つは、

監督から 3万人収容の野球場が出来ると

聞かされていました。しかし、実際には

長方形のグランドがあるだけで、ようや

く三年生のときに出来たのですが、100

人くらいの観客席があるだけでした。二

つ目は、監督さんもそれほど野球のテク

ニックに秀でていませんでした。私は野

球はテクニックのスポーツだと思ってい

るので、そういう部分を吸収したかった

んです。あまりそういうところに関心 

がないとか、あるいはそういうことを教 

えてくれないとか、とても残念でした。 

平野：それは、監督の専門性が違っていた

ということですか。 

松本：いえ、旧教育大の野球部のＯＢで 

す。あるとき、別のＯＢの方にお会いす

る機会があったのですが、「あぁ、あい

つは…」と言っていましたから（笑）。 

平野：ところで松本さんは何を専攻なさ

ったのですか。 

松本：勉強の方は「コーチング学」を三、

四年で専攻しました。コーチング論とい

うのは何でもコーチング論の範疇に入る

んですよね。栄養のことだってそうです

し、野球の技術的なこともそうですから、

あまりに広すぎてこれを専攻しましたと

いえるのはなかったですね。つまり、言

葉を変えれば遊んじゃったということな

んですけどね。（笑） 

平野：たしかに、テーマとしては焦点を絞

りにくいところはあるかもしれませんね。 

松本：ただ、野球の場面では仲間がたくさ

んいるわけで、例えば後輩のＤ君はどの

ようにすればよく打てるようになるかと

か、このチームをどのように改良したら

もっといい攻撃が出来るようになるとか、

いつもそういう視点で仲間を見たり後輩

を見ていたように思いますね。そういう

自分がいました。 

平野：選手としてはピッチャーからバッ

ターに転向したのですか。 

松本：一年生の夏休みに社会人と練習試

合したときに、ある 1 球を投げた途端、

肘にピクッという痛みがきてしまって、

半年間棒に振りました。腰も痛めたりし

て、数ヶ月は辛かったですね。それで、

二年生になって、投手は何人もいたので

すがこのチームはあまり打てないものだ
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からなかなか勝てないので、「監督、お

れ、バッターになります。そのほうが貢

献できます」と生意気に申し出まして、

外野手になって…。 

平野：それですんなり、 

松本：そうですね。毎試合出るようになり

ました。 

平野：それで、キャプテンになるのですね。 

松本：三年生の後半になると最上級生に

なりますので、おそらく投票でキャプテ

ンを決めたと思うんです。なぜか最多得

票で選ばれてしまいました。後で理由を

聞いたら監督に文句を言えるのはお前し

かいない（大笑）という返事が返ってきま

した。自分は大学の野球部ではこういう

ものを研究したいし、こういう野球をや

りたいという考えがあったのですが、実

際にはちょっと違ってしまったので、そ

れは多分他の仲間も感じていたのでしょ

うね、それが背景にあったと思うのです。

この監督は、国立大学にもかかわらず、

時には選手を殴るんですよ。同級生が 20

数人いましたけど殴られていないのは僕

ともう一人だけでした。もう一人の学生

はあまり練習に出てこないので殴られな

かったんですね。（笑）だから、実質殴ら

れていないのは僕だけだったんです。 

平野：どうして松本さんだけ？ 

松本：どうしてですかね。殴り返されると

でも思ったんですかね（大笑）。そんな理

由で僕がキャプテンになっちゃったので

す。人間性とか行動力とか考えますと、 

僕はその器ではないのですが、一応そう 

なってしまいました。 

平野：話を伺っていますと、いつも自分な

りのやり方についてイメージを持ってい

て、それをマイペースにやっていこうと

するようなところがありますかね。プレ

ーにのめりこむよりむしろいつも客観的

に観ているようなところがあって、それ

が現在の仕事の中に生きているように思

えます。 

松本：そういうふうに言っていただける

とホッとするのですが、自分では我儘で

自分勝手のように思いますが、ハイ。 

平野：バランスですかね。マイペースの一

面を持っていないと指導がぶれてしま 

うということもあるでしょうし、行き過

ぎるとついてこられなくなることもある

かもしれない。その後、大学院に進まれ

ていますよね。 

6．スポーツ心理学と「ＰＭ理論」 

（大学院時代） 

松本：スポーツ心理学を専攻しました。ス

ポーツ心理学といってもいろいろな内容

があるのですが、一番関心があったのは

リーダーシップの問題でした。私が教員

になったり野球部の指導をする上で、一

つの基本になっているリーダーシップの

理論に「ＰＭ理論」というのがあります。

これは九州大学の三隅二不二先生が提唱

したものです。いろいろなスポーツ集団

だけでなく会社などの集団を研究対象に

して築き上げた理論です。2 つの次元で 4

類型するのですが、縦軸にパフォーマン

ス次元（集団の目標達成の機能、業績や
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成績をいかに上げるか）をとり、横軸に

はメインテナンス次元（集団維持機能）

をとります。指導者によってどれを強調

するかですね。例えば、ここ、左下をｐ

ｍ型と呼ぶことにしますが、目標達成に

も人間関係の調整に

も消極的なリーダー

のタイプです。反対

の右上のＰＭ型は目

標達成を強調しなが

ら人間関係にも気を

配るリーダーのタイ

プ。この右下のｐＭ

型は目標達成よりも、

集団内の人間関係に気を配るリーダー、

そして左上のＰｍ型は目標達成に重点を

置き、人間関係にはあまり配慮しないリ

ーダーということになります。これは 4

類型で示しましたが、さらに 16類型にも

出来ます。こういったいろいろな指導者

がいるわけですが、皆さんがもしリーダ

ーとするとどの類型に属するか考えてみ

てください。 

いろいろな集団がありますが、集団効果

の基準を部下の意欲・満足度、職場のコ

ミュニケーション、事故の低発生率にし

た場合は PM型＞pM型＞Pm型＞pm型とな

るし、集団効果の基準を生産性とした場

合には短期的には PM 型＞Pm 型＞pM 型＞

pm 型、長期的には PM 型＞pM 型＞Pm 型＞

pm型となるという結果を突き止めていま

す。ですから、最終的にはＰＭ型の目標

達成を強調しながら人間関係にも気を配

るリーダーのタイプが良いということに

なりますね。私が野球部の監督とすると、

一人ひとりを上手くするためにどうした

らよいか、どうやって腕を動かしたらも

っと上手くバットが振れるのか、どうや

ったらもっと上手く

ボールを投げられる

のか、から始まって

僕と選手との人間関

係をいかに上手く保

つか、言葉をかける

とか、時には褒めて、

そういうことを一生

懸命やるということ

ですよね。集団の中に何かトラブルだと

か、上手くいかないことがあればそれを

如何に解決するか、そういうことにいっ

ぱいエネルギーを費やすかということで

すね。結局はＰＭ型が一番よいので、自

分もこれを目指して指導をしているとこ

ろがあります。これを大学院で学び、大

きな財産となりました。他にもいろいろ

な理論がありますが、僕はこの理論を信

頼してきました。それから、リーダーシ

ップというのは絶対的なものではなくて、

流動的なもので動き回る生き物だと三隅

先生は本の中で書いています。 

 

参考：代表的な著書：リーダーシップの科学 

指導力の科学的診断法 講談社 1986   

(ブルーバックス) 

 

 ですから、きょうのリーダーシップと 

Pm 型（P 型） 

仕事に対しては厳し

いが、グループをま

とめるのは苦手。 

PM 型 

生産性を求めつつ、集

団の維持にも気を配

る。リーダーの理想像。 

pm 型 

仕事に甘く、部下の

面倒見も悪い。 

pM 型（M 型） 

部下の面倒見はいい

が、仕事では甘い面も

ある。 
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明日のリーダーシップは違いますよと、

今年のそれと来年のそれは違いますとい

うのです。例えば、原監督がＷＢＣで優

勝しちゃいましたが、どういうリーダー

シップを発揮したかは分かりませんが

（笑）、ジャイアンツに帰ってきたときに

そこでどういうリーダーシップを発揮す

るかは別物だというわけです。そんなこ

とをいつも意識して、きのうのオレと今

日の俺は違うかなとか、きのうはよいリ

ーダーシップを発揮できたけど今日はダ

メかも知れないとか振り返りながらやっ

ている自分がいます。 

平野：それから、いろいろな実験をなさっ

たと伺っていますが、 

松本：修士論文を作成しなければなりま

せんので、「運動中における表情がパフ

ォーマンスの及ぼす影響」というタイト

ルで書きました。これは、簡単に言えば、

苦しいときに苦しい顔をすればより苦し

くなってしまうのではないですかという

ことです。苦しいと思ってもニコッとす

れば、もしかしたら意外と気持が楽にな

ったり、苦しさが軽減されるのではとい

うものです。それが運動の成績にも影響

が出てくるんじゃないですか、そういう

ことなんです。例えば、全身的な運動、

長い距離を走ったり苦しいことを繰り返

しやったときに、大変だけれどもニコッ

としたらちょっとパフォーマンスが良く

なる傾向が私の実験ではありました。逆

に、握力を強めるとき、局所的な運動で

はニッコリしちゃうと反って力が出なく

なってしまう。そういうのが僕の実験の

結果です。これはどういうことかという

と、同じことをしたとしても課題によっ

て結果は変わってきますよということで

す。それから、私にしてみれば、Ａ君に

話したこととＢ君に話したことと同じ話

をしているのに、結果は違ってくる、対

象が異なるとおのずと方法論は異なって

くるはずということを学び取りました。

だから、多くの生徒に向かって同じこと

を言ったりやらせたりすることは、ある

子にはいいけれどある子には余り効果な

いということなんですね。ですから、そ

ういうものだと思って教師や指導者をや

っているところがあります。 

平野：進路選択の中でかなり明確な目標、

目的意識をもって大学院へ進学したので

すか。 

松本：大学院へいこうと思ったのは、大 

学生活 4 年間であまり勉強が進まなかっ

たので、これですぐに教員になってしま

うと自分も多分情けない思いをするし、

生徒にも申し訳のないことになってしま

うのではないかと考えたからです。もう

一つは野球をしばらくやりたくはないと

いう思いですね。子ども時代からずっと

野球をやってきたんです。ですから、 

少し離れたいという気持がありましたね。

そして実際に院の 2年間はラグビーのク

ラブチームに入ってラグビーをしていま

した。 

平野：クラブチームといいますと？ 

松本：大学のチームではなく、大学周辺の 
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歯医者さんや研究者や勿論院生もいまし

たが、昔やったことがあるとか好きだと

かという人々が集まってつくったチーム

です。 

平野：ラグビーは大変なスポーツだと思

うのですが、初めてですか。 

松本：いえ、授業ではラグビーを専攻しま

したし、高校時代も多少はやりましたの

で少しは経験がありました。 

平野：で、大学院時代は少し野球から離れ

ていたということですね。それで反って

リフレッシュできたということですかね。 

松本：そうですね。リフレッシュできたし、

ラグビーをやって感じたことは１試合や

りますと運動量が多いのでクタクタにな

りますし、擦り傷が絶えないのですが、

これが快感に変わるということです。何

かもう満足するものがそこにあって、だ

から僕はラグビーはすごくいいスポーツ

だと思って、終わった後のこのなんとも

いえない充実感を野球の指導のときもい

つも考えなくてはいけないという気持に

なりましたね。野球って外野でボーっと

していたら一試合が終わっていたなんて

ね。 

平野：そういう意味では野球は特殊なス

ポーツとも言えるかも知れませんね。試 

合時間中フルに動いていないですものね。 

松本：ですから、体育の授業での取り上

げられないのです。 

平野：ラグビーをやることによって新た

な視点を持つことになったということで

すね。 

松本：だいぶ前なのですが、高知県で何が 

理由で部活を辞めていくかという生徒の

調査がありました。それによると厳しく

て辞める生徒は少なく、生温くってこれ

じゃ満足できないとやめていく生徒の方

がずっと多いというのです。ですから、

今日も頑張ったぞとそういう思いをもっ

て一日が終れる、そういったものをつく

っていかなければいけないと思いました

ね。 

平野：そういうふうに気づかれたことを

具体的に高校野球の指導でどういう形で

生かしたのですか。 

松本：本多君、どうでしたっけ。彼は前

橋高校のある学年のキャプテンです。 

＜じっと考えている様子を見て＞ 

平野：すぐには出ないようなので、ちょっ

と考えてもらって、後でお尋ねします。

ということでいよいよ教員の道を進むこ

とになるのですが、ここで 10分ほど休憩

を挟んで後半でお伺いしていこうと思い

ます。 

 

*********＜休 憩＞********* 

 

7.野球はテクニックのスポーツ 

 

平野：教員のスタートは中央高校だった

のですが、採用の段階では野球部監督で

はなかったと漏れ伺っておりますが… 

松本：4 月 1 日採用なのですが、その何日

か前に新任校の校長先生の面接がありま

して、何日に群馬会館に来てくださいと
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いう電話がありました。いろいろ話した

のですが、「松本さん、部活は何を持ち

ますか。＜平野：その質問自体意外ですね＞

今顧問がいなくてあいているのは水泳部

とバスケット部なのですが…どっちがい

いかね」というのです。 

「あっ、ハイ。僕は泳げますので水泳に

してください」と答えて面接は終わりま

した。行ってみたら、顧問の山口先生の

ご配慮とご尽力で野球部の顧問になって

いました。 

平野：生徒たちとの出会いはどうでした

か。 

松本：私が赴任してすぐに春の県大会が

あったのですが、最初はスタンドで観ま

した。前橋工業高校にコールドで負けた

と思います。そのあとすぐに監督になり

ました。コールド負けとはいえ、意外と

能力の高い生徒がいましたので面白いチ

ームになるかもしれないと思いました。 

平野：どういうふうにチームをつくって

いったのですか。 

松本：僕はあまり根性がないので、精神的

なものとかはあまり取り入れたくはない

のです。野球はテクニックが大切と思っ

ているから彼らがなるほどと受け入れて

くれる材料やテクニックを提示して行き

ました。＜平野：具体的には？＞そうですね。

答えるのは難しいのですが、ニュートン

の法則とかケプラーの法則とか、野球っ

て物理学ですから、ボールとバットが衝

突するとボールはこういう回転して伸び

ていくとか、スピンを掛ければこうなる

とか、ピッチャーに対してもこの 2本の

指でこうやってボールに回転をかけると、

空気がこっちが密になるからこう曲がる

とか、そういうことをずいぶん話しまし

たね。 

平野：この新チームはどうだったのです

か。 

松本：能力のある選手が結構いましたが、

このチームを持って 2 ヶ月間で救急車を

3 回呼んでいますね。目の近くにボール

が当って腫れ上がった選手を救急車で運

びながら、失明でもしたらどうしよう、

俺の責任だな、と思いながら始まりまし

た。 

平野：どういう状況で事故が起こったの

ですか。 

松本：薄暗くなったところで試合形式の

練習をやっていて起こった事故でした。

ピッチャーの投げた球を避け切れず顔面

に当てたのです。バッティング練習では

近くから投げた球をライナーで打ち返し

て避け切れなくて顔面にぶつかって鼻を

骨折したというのもありました。 

平野：安全面の配慮への経験がまだ不足

していたのですかね。 

松本：そうですね。このくらいなら大丈夫

だとは思っていたのですが、反射能力の

問題もありますから、配慮が足りなかっ

たですかね。また、チームの和を乱す言

動をするある生徒がいまして、体育教官

室に呼んで何度も話し合ったことがあり

ました。 

 野球は所詮ピッチャーが大事なので、 
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僕が行ったときに二年生で、やがて西武

ライオンズにドラフトされた亀井君がい

ましたから、そういう意味では良いピッ

チャーがいて助かりました。 

このコールド負けしたチームは夏の大

会でベスト 4 まで行きまして、短期間で

そこまでいけたので多分自分のやろうと

していることは間違っていないかもしれ

ないと思いました。また、２年後の夏の

甲子園に初出場できましたから、そこま

では自分なりに順調にいけたと考えてい

ます。＜平野：もう少し＞高校野球はピッ

チャーのウエイトが大きいといいました

が、甲子園にいけたときは二年生ピッチ

ャーの小島君でしたが、急成長してとて

も良いピッチングが出来るようになって

いました。それに、このときは運が味方

したとしかいえないようなことが起こっ

ています。＜平野：というのは？＞神様が間

違いなく味方してくれたよね、というシ

ーンが２回ほどありました。１回目は３

回戦で桐生高校との対戦で起こりました。

桐高は強かったんですけれど、小島がラ

ンナーを誘い出してダイビングしてタッ

チしにいったのです。そしたら脚が攣っ

ちゃったんですね。動けなくなってしま

ってこれはダメだと思った瞬間ににわか

雨が降ってきて一時中断です。（びっくり

した笑い声）10 分くらい降っていました。

ベンチ裏に連れて行って必死にマッサー

ジして、再開したときにはすっかり元気

を取戻していました。これがなければ負

けていたと思います。もう 1 度は決勝戦

で、9回に同点に追いついて延長戦にな

ったのですが、今までヒットを打ったこ

とがない選手や初めて代打に出した選手

がライトにヒットを３本打ったのです。3

本目のライトフライは相手のグラブに 1

回入ったのが、ポロリとこぼれてこれで

同点になったのです。（大笑）橋本先生に

は申し訳ないのですが…。神様はいるな

ぁと思いましたね。 

平野：不公平な神様ですね。そういうこと

がありつつも、基本的には良いピッチャ

ーに支えられて甲子園まで行け、指導者

としての船出も非常に順調だったという

ことです。それでも、逆に期待とかプレ

ッシャーはなかったのですか。 

松本：私の人生を振り返ったときに、17

歳で甲子園で完全試合が出来たのは僕一

人の手柄ではなくみんなのおかげなんで

すが、僕自身のレベルで考えれば、「俺 

の人生これでＯＫ」、「終わってもＯＫ」 

ということなんですよ。それ以後はどう

でもいい人生なのです。でもやっぱり指

導者として多少なりとも周りから松本は

選手としても頑張ったけれども指導者と

しても良い指導者じゃないのといわれた

いという気持は当然ありますよね。です

から、多少のプレッシャーなりを自分に

かけながらやったところはあると思いま

すね。中央高校 3 年目で甲子園に行けて、

それも一つクリアしちゃったので、また

おまけのどうでもいい人生になってしま

った、そういう感じですね。 
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8. ミーティングは帽子をかぶったままで 

 

平野：そう自分にいいきかせながらプレ

ッシャーを感じないようにしているとい

うふうにも思えますよね。まともにプレ

ッシャーを受け止めているよりいい意味

で居直っている方が強みになりますから。 

チームづくりは、精神主義に陥りたく

ないと言ってましたが、その一環として

選手に対して“ミーティングは帽子をか

ぶったまま”というのは何時ごろから始

めたのですか。 

松本：大学のときにキャプテンになって、

「カントク！ミーティングのとき帽子を

取るのは止めたいんですけど…」って言

ったのです。＜平野：それがキャプテンにな

った理由でもあるのですね＞それだけでは寂

しいのですが…（笑）。中学生が帽子を取

って監督を敬って話を聞くのはいいこと

かもしれないけど、大学生はもういいん

じゃないですかと。監督が良いアドバイ

スや指示を出してくれればそれなりに聞

きますよ、それでなければ聞きませんと

申し上げました。帽子をそういう手段に

使いたくないという気持ちはありました

ね。 

実は、野球自身もそうなのです。野球

をあまり教育の手段に使いたいとは思わ

ないのです。野球は野球の楽しさがあっ

て、本質的に楽しい部分を横っちょに追

いやって「教育」だって言いたくないの

です。野球はもっと楽しいものなんです

よ。ストイックすぎると…＜平野：高野連

の考え方に違和感があると？＞これは、難し

い…（大笑）。僕も歳を取ってきたなとつ

くづく思うのですが、基本的には好きじ

ゃなかったんです。でも、最近いろいろ

な事件が起こるでしょう。そういう時、

多少なりとも高野連のあのストイックさ

が必要な時代になってきたのかとも思え

るのです。高体連もいろいろな同じよう

な問題がありますよね。例えば指導者が

ビシビシ叩いている場面がありますね。

で、高野連みたいに監督を休養させたり

対外試合の出場を見合わせたり、いろい

ろ考えているみたいですよ。だから上手

くいえないんですけれど、高野連の考え

方はだいぶ緩くはなってきていますし、

一時よりはだいぶ必要かなという気がし

てきています。 

平野：高野連の教育主義については一教

育学者としては思うところがあるもので 

すから、言いづらいことまで聞いてしま 

いました。 

松本：高校野球は表にいっぱい出てきま

すが、出てこない競技は沢山あるので、

今度はそちらの競技も突っ込んでみてく

ださい（大笑）。 

 

9.出場選手（背番号）は投票で決定 

（中央・前高監督時代） 

 

平野：高野連は注目されているが故に表

に出ることが多くなりがちですよね。 

もう一つどうしても伺いたいことがあ

ります。それは“出場選手を投票で選ぶ”
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方式のことです。これは何故するのです

か。 

松本：監督になってすぐに始めたかどう

かは分かりませんが、早くから始めてい

たと思います。やっぱり基本的にはこれ

は私の野球部ではありませんという意味

です。みんなの野球部です、みんなの大

会ですという私からのメッセージなので

す。意外となにか、監督ってあたかも自

分の野球部のように思っていて偉そうな

人が多いですよね。それって違うんじゃ

ないのと思っているんです。俺は多分来

年も監督をやっているけど、みんなは今

年で選手は終りだよね、みんなの最後は

納得できるようにやりなさいよというこ

との一環ですね。あとは、監督の前で良

い子になっていて、裏へ回ると何をして

いるか分からない子がいると困ります。

私が一番嫌なのは監督の顔色を伺いなが

らグランドに生徒がいるということです。

僕が高校球児のときに、監督が来たから

気合を入れてやるふりをしようなんてこ

とをよくやってましたが、疲れました。

（笑）嫌だったですね。大人がいようがい

まいが自分たちの好きな野球を好きなよ

うに、いい形でやってもらいたいという

のがありますね。 

平野：それは監督不要論ではありません

よね。 

松本：監督、指導者がいないとですね…、

そうですね、もし勝利を目標にしている

のであれば子どもたちだけだと経験不足

の部分があるから難しくなると思います

ね。大事なところ、ポイントはしっかり

押さえて、それ以外のところはみんなが

納得いくようにやれよというスタイルを

とっています。もう一つは私自身の“逃

げ”があります。中央高校時代のある年、

「大会のベンチ入りを決めるから投票や

るぞ」といったら、「今年は先生が決め

てください。そのほうがみんなが納得し

ます」といわれたんです。「そうお、い

いの?俺が決めちゃっていいの？」。で、

いろいろ決めて発表したら、背番号 1 を

もらえると思っていたのに貰えなかった

ピッチャーの子はその後、壁を蹴っ飛ば

してましたし、ベンチに入れると思って

入れなかったひとりの子は私服に着替え

てどこかへ行ってしまった。これは酷い

ですよね。それから次の日ある選手の母

親から電話がありまして、「うちの子、

ベンチに入れないのですよね」「そうな

りましたね」「どうしてですか」こうい

われて、「どうしてなんでしょうね」（笑）。

この電話は今でも忘れられません。です

から、監督していて嫌なことは大怪我さ

れることとベンチに入れなかったことに

まつわる様々な人間模様ですかね。そこ

から逃げたいというのがあります、ハイ。 

平野：そうやって、実際に投票で選んだオ

ーダーと監督の考えているベストオーダ

ーとはどの程度重なるものなのですか。 

松本：ほとんど思っていたのと変わりま

せん。20人選ぶとして 1人ですかね。僕

が見てないところで努力している仲間、

コイツはどうしても必要だと考える子を
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選ぶことがありますから、そういう意味

で 1 人替わる可能性はありますね。＜平

野：そのひとりはどうするのですか＞生徒たち

の選んだままです。それから生徒は監督

から選ばれるよりも仲間から選んでもら

った方により誇りを感じていますね。 

平野：ということは、逆に選ばれなかった

ダメージもありますよね。 

松本：しかし、それは受け入れざるを得ま

せんよね。おそらく保護者も受け入れざ

るをえないでしょう。 

平野：監督なら文句を言えるけれどもチ

ームメートには言えない。 

松本：前高の例では、一年生には（入部し

たてですから）投票権がないのですが、そ

れでも選ばれちゃう一年生がいるのです。

その子は力があって、勝つためにはチー

ムにとってこの一年生が必要だと思えば

上級生は彼に投票するのです。それは

中々素晴らしい、すごいなと思いますね。 

やはり集団の目標は良いチームを作って

勝利することですから、それがはっきり

しているのでそういうことになるんです

よね。最初にこの集団はチャンピオンス

ポーツを目指す集団で、レクリェーショ

ンを目指しているわけではないことはは

っきりさせてあるので、そういう結果に

なるのかもしれません。 

平野：そういうことを徹底させた上で投

票させるわけですね。技能はあるけど人

望はないので選ばれなかったなんていう

例はないのですか。 

松本：可能性としてはありますね。でも、 

そこまで人望のない子はいなかったな。 

平野：もし、そういう例が出てしまえば介

入せざるを得ませんよね。 

松本：今まで介入したことは一度もあり

ません。それまでにＰＭ理論に基づいて

Ｍ次元、「集団を維持する」をしっかり

つくっておきますから、そういうことは

なかったです。 

平野：ＰＭ理論で考えたのですが、ＰとＭ

を最大にするというのは異論のないとこ

ろだと思うのですが、ＰとＭはそう簡単

には両立しない、むしろ相反する、いい

パフォーマンスを求めようとしたらＭが

犠牲になり、逆に集団の和を優先するこ

とによってＰに皺寄せがいくというよう

なところがありますね。要はＰとＭを両

方とも最大にするためにはどうしたら良

いかというところをどう具体化していく

かが課題としてあると思います。 

松本：その通りだと思うのですが、野球 

のテクニックは簡単そうで難しくって、

個性とか適性とかを考えると難しいので、

やはりあんまり遠回りせずにできるだけ

近道を通って成功体験をチョコチョコっ

と味あわせてあげられれば多分両立出来

るものだと思うんですよ。＜平野：なるほ

ど…＞反復しなければ身につかないこと

がいっぱいあるから、最低限の回数は繰

り返し何度もやって時間もかかるんだけ

れども、出来るだけそれを近道で達成さ

せる。そのためには指導者としての観察

眼や経験とかがものをいうのだと思いま

す。それが上手くいかないとＰがすごく
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大きくなってしまう。ある時期僕は、プ

ロ野球でも、どこが勝ってもいいのです

が、見るのはピッチャーの腕がどういう

ふうに動くか、脚（足）がどういうふう

に、というところにしか関心がなくてそ

こだけを見ていました。あるときは、整

形外科のドクターが動作分析―肩や肘に

負担のかからない投げ方―した論文を読

み漁りましたね。そういうのが生きたか

なという気がします。偉そうなことをい

っていますが、全ての選手を上手く育て

られたことはないから、難しいのですが、

そういう心がけで努力だけはしているつ

もりです。 

平野：先ほど「野球はテクニックだ」とお

っしゃったのはそのあたりのことを言っ

てるわけですね。 

松本：だからあまり的を射ていないこと

を百回やるんだったらポイント押さえた 

ことを 5 回やったほうがよほど上手くな 

るということです。 

平野：むしろ、多いタイプの指導者像は百

回やらせる方ですよね。松本さんはＰと

Ｍを両立させる指導法を実践なさってい

るわけですね。 

 中央高には７年いたわけですが、甲子

園に出てしまっただけにその後期待が高

まって大変ではなかったですか。 

松本：うーん、でも周囲の期待は私にとっ

ては…。自分が目指す野球が出来ている

かどうか、時には勝つこともあれば負け

ることもあるわけで、自分の納得のいく 

高校野球ができているかどうかが最大の 

課題ですよね。 

平野：中央高校のあと母校の前橋高校へ

転勤したのですね。どういう事情で転勤

なさったのですか。 

松本：人事のことですので分かりません。

でも、希望調書には異動希望あり、出来

たら前橋高校へとは書きました。 

平野：それは母校で監督をしたいという

意味ですか。 

松本：そうですね。将来教員になって、高

校野球の指導者＝母校の監督、そして自

分なりのやり方で甲子園に行けるかどう

かというのが教師の道を選んだ私のテー

マですから。 

平野：母校に監督として赴任してみてど

うだったですか。 

松本：前高は私が在校したときとは場所

が変わっていましたので、初めは母校と

いう感じはしなかったのですが、ユニフ

ォームを着ればだんだん母校という感じ

が蘇ってきました。こと野球に関しては、

選手の能力もまあまあのレベルで、頑張

れば大舞台に登れるという感触を得まし

た。 

平野：松本さんを見たとき、選手の期待は

高まったでしょうね。 

松本：どうなんでしょう。そう思ってくれ

た選手もいるでしょうし、そんなに甘い

もんじゃないと思っていた選手もいたで

しょうしね。私は、もし高校の野球部監

督になれたら２０年の間に１度甲子園へ

行けたらいいと考えていました。特別強

い高校へ行けば何度も行けるでしょうが、
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普通の野球部では２０年自分で頑張って

みて１度行ければと。でも中央高校では

３年目にいってしまったので、後は１７

年間は行けないと思っていました。（笑）

でも、母校に何年間いられるか分からな

いですから、そこで１回はと思っていま

した。 

平野：母校の監督に

なられて初志を貫く

ために特に考えたこ

とはありましたか。 

松本：いえ、特にはあ

りません。中央高校

と全く同じです。強

いて言えばその思い

がより強くなったと

いうだけです。 

平野：自分の現役の

時代と変わったこと

はありましたか。 

松本：練習時間が短くなったことと休み

がいっぱいできたことくらいですかね。

月曜日は練習休みです。 

平野：それは松本さんが休みにしたので

すよね。 

松本：そうです。全てそうなっちゃうん 

ですけど。 

平野：選手の反応は？ 

松本：どうだったんでしょう。一人腰が悪

い子がいて、「ドクターに診てもらった

らしばらく練習を休むように言われたの

で」「じゃ、練習に来ないの？」「はい」。

やがて、アイツは遊んでいるらしいとい

う噂があって、本人と話したら「じゃ辞

めます」といって辞めてしまいました。

そんなのもあって、最初の５年くらいは

思ったほど勝てませんでした。何でなの

かはよく分からないのですが…。 

平野：でもなにか… 

松本：前の監督のやり

方と私のやり方が違っ

ていたとか、戸惑いと

かいろいろあったかも

しれません。でも、私

は結論付けるとすれば、

僕が良いピッチャーを

育てられなかったとい

うことなのだと思いま

す。 

平野：上手い出会いが

なければそう簡単には

チャンスはないという

ことでしょうか。 

松本：そう思います。 

平野：で、転機は何時、どんな形で訪れた

のですか。 

松本：５、６年目から少しずつ勝てるチー

ムになっていきました。ベスト８、ベス

ト４、夏、決勝まで行ったこともありま

した。そういうふうに上位に名を連ねる

ようになると、中学生のなかには前高へ

行けば甲子園に行けるのじゃないかとい

う子が出てきます。そういうことで、戦

力がより充実してきましたね。とくに、

中学生も保護者もそうですが、周りから

の情報をものすごく持っているのですね。

 
04 年全日本チームのコーチとして世界大会

に出場、ダルビッシュや涌井が一緒だった 
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ですから、できるだけ良い野球部をつく

ることに腐心しましたね。上下関係から

の陰湿さがあってはいけないし、ある意

味居心地のいい野球部を心がけましたね。

それから、グランドに緑を増やそうとみ

んなで芝生の手入れしましたね。 

平野：チームづくりを練習だけでなく環

境の整備を含めてやっていったのですね。 

松本：そうですね。休みがないなんて聞く

と中学生が拒絶反応を起こすといけない

ので、休業日があることやシーズンオフ

は日曜日も休みと説明しました。タテマ

エはそうですけど、本当は私が休みたい

からですけどね（大笑）。 

平野：私など外野席では休まないで甲子

園まっしぐらというほうに中学生は惹か

れるのではないかと勝手に想像していた

のですが… 

松本：どうでしょうね。私の本音は休みが

いっぱいあるチームが休まないチームに

勝つことを証明したいのですが。生徒に

も他人の見ている前で努力するのもいい

が、他人の見ていないところで努力する

ことも大事だよと言っているのです。 

平野：ここまで２時間ばかり伺ってきま

したが、最後に今現在のチームづくりと

今後の見通しについてお話願えますか。 

松本：いま、中央中等教育学校に転勤して

１年経ったところです。野球部も去年の

夏休みから見ているのですが、部員はす

ごく少なくて、やっとチームが成り立っ

ている状態です。いま、最上級生、六年

生が９人、五年生が２人いたのですがこ

の間辞めました。高一に当る四年生が７

人ですから、夏の大会には出られますね

が、秋の見通しは立っていないですね。

難しいですよね。僕の考えていることを

一から十まできちんと説明しないと分か

ってもらえない部分がいっぱいあるよう

な気がしていて、学校が変わったし、生

徒も変わったから仕方ないんでしょうけ

どね。僕は「坊主頭止めてよね。カッコ

いいスポーツ刈にしてね」っていうんで

す。前の部長さんはお坊さんだから言え

なかったのですが、「僕は田舎者だから、

都会的センスあふれる野球をつくりたい。

スポーツ刈がカッコいいからそれにして

ね」と言ったのです。ところが、どうも

坊主頭じゃダメということだけが一人歩

きしたらしく、この間試合があったので

すが、帽子の後ろから長い髪をたらして

いる生徒がいたのです。「おいおい君た

ち、スポーツ刈りって言ったんだよ。坊

主頭ダメねって言ったけど長髪は野球す

る上ではまずいんじゃないの」と言った

のです。そしたらそれが悪かったのか、

「野球部を辞めます」と言ってきたので

す。＜平野：難しいですね＞それから「今日

のピッチャーのタイプはこれこれ云々だ

から左バッターを多く出しますよ」と言

ったら右バッターが辞めてしまったので

す。分からないのは私のところに来ない

で、いきなり練習に来なくなってしまう

んです。指導力不足（爆笑）なんですけど、

現代の若者は難しいですね。だから私は

自分のポイントをチョコチョコッと冗談
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交じりに話すので

すが、その行間を

なんとかもう少し

読んでくれないか

なと思うのです。

全部説明しないと

分かってもらえな

い。もしかしたら

保護者もそうかも

しれませんね。松本というキャラクター

をまだ分かってもらえていないのかもし

れません。そんなことで今ちょっと苦し

んでいます。 

平野：有難うございました。それではこれ

からは質問でもご意見でもご感想でも何

でも結構ですからお出し願えればと思い

ます。最初に卒業生に宿題が出ていまし

たので、そこから始めますか。 

 

10. 高校野球を考える 

 

本多さん：松本先生に前高でお世話にな

りました本多と申します。大学院でラグ

ビーをなさっていた時に感じたことをど

のように野球部の指導に生かされたかと

いうところで僕に質問がきたのですが、

僕が生徒のときに感じていたことは松本

先生という存在自体が偉大な存在という

ところもあるんですけれども、一方でそ

れを感じさせないようなところがあって、

選手の中に入って一選手のような形で生

徒と関っていた感じがします。さっき先

生がおっしゃっていた話の中では監督が

どのような指

導をすればい

いかに関して

は選手と同じ

目線で監督と

いうプレイヤ

ーがもう一人

いて、プレイヤ

ーがどういう

風な動きをすれば野球を楽しめて、その

チームが勝利に結びつくかということを

一緒に考えていけるような存在だったと

僕の中ではありました。で、個人的にも

今教員をやっておりまして、このあと指

導者の道に進みたいと思っているのです

が、そのようなときに選手と接するとき

に松本先生がどのようにお考えになって

いらっしゃったかということを私のほう

から一つお聞きしたいと思います。 

松本：答えになるかどうか分かんないん

だけれども、指導者として一番悲しいの

は選手が自分のところから離れていって

しまうことなんですよね。試合に出てい

る子は良いですよね。何も言わなくても

頑張るんだけれど、そうでない子にでき

るだけ声をかけたり、やろうとしている

ことが少しでもいい形を出せるようにな

ったときに褒めてあげたり、スポーツ心

理学の中で「結果の知識を与える」こと

が動機付けにとってとても大事なことだ

といわれています。「結果の知識を与え

る」ことというのは、いま行ったことが

良いことなのか悪いことなのかを言って

 
中央中等教育学校監督としてノックする松本さん 
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あげる、何で良いのか、どこが良いのか

を伝えてあげるということです。ですか

ら、レギュラーでない子たちが何か良い

ものを見せたときに声をかけてあげられ

るかどうか、はいつも意識していたよう

な気がします。あとはさっきのテーマだ

と一人ひとりが今日一生懸命身体を動か

して練習をよくやったと、そうやって家

に帰ってもらいたいわけですよね。一つ

は道具を沢山用意することから始めたよ

うな気がします。前高に赴任したときに

は意外とボールがあまりなかったり、移

動式ネットが少なかったりして練習が制

限されていました。監督になった途端に

それらをいっぱい買って借金を百万円く

らい作っちゃった。施設や用具が十分な

いとみんなが練習できないんで、そうい

うところから始めました。あと、試合に

関しては出ている子は当たり前だけれど、

ランナーコーチャーもとっても大事な役

割を持っているんです。それから相手の

チームを戦力分析する係の子がいないと

なかなか勝てないので、全員が何かチー

ムのために貢献できるポジッションをつ

くりたいなと考えていました。 

内山さん：松本さ

んの話の補強を

かねてちょっと

発言します。１

６歳の松本少年

からずっと付き

合っていまして、

中央高校では同

僚としてベンチに入っていたりでずっと

見てきたものですから先ほどからの話は

私が見てきたとおりのものでした。それ

でもいくつか補強しておきたいと思うの

ですが、松本先生を見ていて研究心とい

うかその配慮には感心させられるものが

いくつかありました。松本語録みたいな

ものが長い付き合いの中で私の中に蓄積

されています。高校時代に監督とかこわ

い先輩が来ると緊張すると言っていまし

たが、そうでない安心してプレーをして

いるときに顧問としてグランドについて

いました。私は素人なんですけれど、野

球が好きなので技術的なこともいろいろ

考えていたんですが、ずっと投手を見て

くる中で、ブルペンに行って「いま何を

考えて何を投げている？」って聞くとパ

ッと答えが返ってくるほとんど唯一の投

手でした。大体投手というのは監督がよ

くコントロールして何球どこへ投げろと

か今日はこれを考えてやれというような

指示を受けているのでしょうが、（監督が

会社員だったせいもあるのですが）彼は自分

で考えながらやっていました。先ほど、

甲子園の完全試合のときの話がちょっと

出ましたが、本番の二日前までは全くス

トライクが入らなかった。公開練習でも

１球も入らなかったと解説者が言ってい

ました。練習のときにブルペンに行って

「どうしようもないな」と言ったら「ハ

イ、どうしようもありません」と言いな

がら、それでも投げ続けていました。二

日前、芦屋高校での練習のときブルペン
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では前日とは全く違う球を投げていまし

た。びっくりして「どうしたの？」って

聞いたら、「投げる位置を５㎝低くして

みました」と言ったのです。私は監督の

ところに走っていって、「松本、戻りま

した、大丈夫です。いまならばどのチー

ムも２点で止まる。ウチの守備ですから

エラーで１点、あと１点はポテンヒット

かなんかで失うでしょうから」と報告し

ました。監督も駆けつけてきてそのボー

ルを確認して、安心していました。その

通り、本番ではああいう投球が出来たん

ですが、あれは彼の研究心と言うか探究

心の賜物だったんじゃないかと考えてい

ます。 

 それから、中央高校で私は野球部の部

長、松本さんが監督のときですが、部員

が７０名くらいいました。彼が前高の選

手の時には三年生は８人しかいませんで

した。それで、下級生を一人キャッチャ

ーに入れて完全試合をしたのですが、そ

の時の練習方法を知っているものですか

ら、これほど多い部員をどういうふうに

満足させながら練習をするのかと思って

見ていたら、びっくりしたんです。それ

は、一塁手の前にネットを複数用意して、

サードは彼用の、ショートはショート用

のネットに送球させるのです。そうする

と複数のサードやショートを一緒に練習

させられるわけです。そういう工夫をし

ていました。多くの選手を練習させるた

めの工夫はすごいと思いましたね。 

もう一つは、夏の甲子園へ行く県大会

の決勝で前工と対戦したのですが、その

ときに前日ミーティングをして（私はそれ

を知らなかったのですが）「6.5 対 3.5 くら

いの差があるから明日は気楽にいこう

ぜ」というようなことを言ったらしいの

です。前の晩１０時頃、さて松本監督は

何をしているだろうと思いながら電話を

してみました。「どうしてる？俺はビー

ルを飲んでいい気持だぞ、どうだ?」って

聞いたら、「いま、前工のビデオを見て

いて、最後までよく調べるつもりです」

と言って、翌日選手たちに「5.5 対 4.5

くらいだから十分勝つチャンスがある」

と分析しなおして訂正していましたね。

調べつくすのですね。これらは秘話中の

秘話ですが、彼の技術に対する研究熱心

なのは例えば、選手に絶対「がんばれ」

と言ったことがないことからも分かりま

す。ガンバレではなくて、「ここをこう

いうふうにしてみたらどうだ？」と必ず

いうのだと（選手たちが）言ってました。

頑張れは私たちもつい言ってしまいがち

ですが、技術に関する松本流の考えがそ

こにはあったように思えます。それから、

本人は勉強しなかったといっておりまし

たが、最後の春の関東大会のときに全員

に教科書を持って行けと指示しておきま

した。私は英語の教員なのですが、毎晩

彼らに英語の授業をしていたのです。で、

「先生、この辺でお終いにしましょう」

というのは必ず松本君でした。（大笑）そ

して付け加えるのが「明日も勝ちますか
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ら」でした。そして、その通り決勝まで

行きました。それであるとき、「みんな

勉強が嫌いだからなぁ」と言ったら、「い

や、先生、そんなことはありませんよ。

みんな勉強したいんです。」と言ったの

です。そのとき、頭をガーンと殴られた

ような気がしました。この青年たちに野

球ばかりさせておいて申し訳ないと思い

ましたですね。彼の語録はいっぱいある 

のですが、そのほんの一部を紹介させて 

いただきました。 

加藤さん：スポ

ーツは全くダ

メで、小学校時

代から草野球

で三振ばかり

していました。

でも観る方は

好きで先日もビール片手にＷＢＣを応援

していました。先生のお話の中に「野球

はテクニックのスポーツ」というのがあ

りましたが、スポーツはすべてテクニッ

クのような気がするのですが、あえてそ

ういうふうにおっしゃられるようになっ

たのは何故なのか関心のあるところなの

ですが。いまの内山さんの話の中にも少

し触れられたようにも思えるのですが、

もう少し先生の言葉でご説明いただける

とありがたいのですが…。 

松本：確かに何でもテクニックなのです

が、他の競技に較べてテクニックが結果

を左右する割り合いが高いのが野球じゃ

ないかと思ってしばしばそういう表現を

しているんです。いま、内山先生が５㎝

とおっしゃいましたが、そのとき５㎝と

言ったかもしれませんが、私の感覚で２、

３㎝だったと思います。ここで腕を振っ

ていて、ずっと投げていたのですが、い

いボールが行かないのです。で、いろい

ろ試行錯誤して２、３㎝下げたらその瞬

間から伸びるボールがいったんです。そ

の２、３㎝がパフォーマンスをこんなに

変えるということを実感したものですか

ら、そういう表現をよく使うんです。バ

ッティングでもボールは直径およそ７

㎝、みんな真ん中を打とうと思っている

から、その上下 3.5ｃｍなんですけれど

も、ピッチャーにしてみればバッターの

思惑を 2 ㎝上下に狂わせれば勝ちです

よね。ほんのそれだけが上手く行くか行

かないかで結果がこんなに変わってく

るわけです。生徒たちを見て、いろいろ

なことをさせるのですが、何か上手く動

きが嵌まったときには本当に打球もガラ

ッと変わる。そういうのを考えると、あ

んまりそこに根性だとかやる気とか気合

だとか言いたくないのです。みんな好き

でやっている野球ですし、やる気はある

ので、根性を入れて打てれば世話がない

のですが、そうはいかない。ランニング

を一生懸命やればいいピッチャーになれ

るんだったら陸上選手はみんな良いピッ

チャーになれるわけです。そんな簡単な

ものではないのです。例えばダルビッシ

ュは高校時代は肩に違和感があるという

ので甲子園ではあまり良いピッチングは
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していないことが多かったんです。日ハ

ムだけが指名したんですよね。高校時代

のダルビッシュの腕の振りは肘が両手を

伸ばした身体の真横のラインより後ろに

入りすぎるんです。これを投げる方向に

きちんと肘をもってくるのは大変なこと

なので、無理があって（肩の）前に違和感

があったのです。それが日ハムに入って

プロでデビューしたらすっかり直って、

そこまで入り過ぎないいい腕の振りにな

っていました。ダルビッシュは今あのよ

うに活躍していますが、それを一つ変え

てあげられるかどうかで彼はこれから何

十億貰うか知りませんが、そういうふう

に結びついてきているわけです。私もい

ま、学校で合宿しているのですが、昨夜

遅く、バッティングが上手く行かない選

手にバット振らして、「もうちょっと腕

をこうやってつかって振ってみて」など

と言いながら、きょう、昼間バッティン

グ練習をやったらがその子がすごく良い

打球を飛ばすようになっていました。そ

れは僕の喜びだし、そういうテクニック

的なところで動きの質を改善することに

よって、彼が本当に嬉しそうな顔をする

わけです。そんなことを毎日やっている

のですが、野球は特にテクニックが重要

だと、だからそれが出来ているのにもか

かわらずダメだということになったとき

に、はじめて精神論に行くべきだと思っ

ているんです。 

藤原さん：私が個人的に気になっていた

のは、家族してスポーツ観戦が好きで、

高校野球には特

に爽やかな高校

球児というイメ

ージがありよく

観ます。でもそ

の陰には少年野

球にしても礼に

始まり礼に終わるというような精神主義

が見受けられますよね。アニメなんかで

もそれが強調される場面がよくあります。

それに対して松本さんのはずいぶん違う

なと思いながらお聞きしていたのですが、

現実には「君が代」斉唱「日の丸」掲揚

に見られるように学校を背負い・国を背

負っている姿があります。日本シリーズ

でも初日のときにオペラ歌手が「国歌
．．

斉

唱」をしていましたが、野球そのものの

楽しさを追求するだけではない何ものか

があるような気がしてしょうがないので

す。それらが球児たちにいらぬ責任感と

いうか勝たなければならないという重石

のようなものを持たせてしまい、精神主

義が横行する下地をつくってしまうよう

な気がしています。その辺はどうなんで

しょう。少しは変わりつつあるのでしょ

うか。 

松本：どうなんでしょう。先ほども触れま

したが、私は基本的には高校野球は「遊

び」だと思っていて、教育だとはあまり

思いたくないのです。「遊び」というの

を誤解されると困るのですが、「遊び」

はすごく大事なもので良い遊びが出来る

かどうかでそれがやがては教育的なもの
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に結びついてくるようになると思って

いるのです。答えになるかどうかは分か

りませんが、僕は野球が好きで、好きで

集まってきた子どもたちと野球をやっ

ているんですけれど、その子どもたちに

は野球をすることそのことに喜びを見

出してもらいたいし、そこから何か波及

効果が出てきて更にその子の人生が豊

かになればそれに越したことはないと思

っています。結局、それが最初にあって、

いい形でやっていると周りから応援して

くれる人がたくさん集まってきて、例え

ばクラスメートが応援してくれればやっ

ている本人たちも応援してくれるんじゃ

学校のためにも頑張ろうという流れも出

てくるだろうと思うんです。だから最初

から重石のような責任を背負いながらと

いうのは変で、（本来の姿とは）全く逆だ

と思っています。それが変わりつつある

かというと難しくて、若い指導者のほう

が意外と形を重んじたり、監督が絶対的

な存在という形を強く出す人が多いよう

な感じがするし、サッカーもワールドカ

ップがあると必ず国歌をやりますしね、

何とお答えしてよいか分かりませんが、

基本的にはそれは後からついてくるよう

にすべきとは思っています。 

石原さん：松本さん、今日は有難うござい

ました。前高で息子がお世話になった石

原です。松本先生の話のなかで、以前か

ら一つだけお伺いしたいことがあったの

です。高校野球界で松本先生の世代がリ

ードするようになってから群馬の高校野

球そのものがずい

ぶん変わってきた

なと思っています。

それ以前も名だた

る名監督はいたと

思うのですが、

徐々に話題に出て

いる「精神主義」

の野球の質が変わってきたように思いま

す。その中で群馬県の野球界に大きな衝

撃を与えたのが休みを入れるという松本

方式だと考えています。それが今県内の

高校の中でもずいぶん浸透してきて、か

なりのチームが松本先生の方式で週一く

らいの休みを入れる学校が増えてきてい

ると思います。その辺のところは松本先

生はあまり強調していないのですが、お

そらく今までの自分の野球人生の経験の

上に大学でスポーツ学を専門に学んでき

て、それを教育現場に戻るときにどうい

う形でそれを表現していくかというとき

におそらく休みを入れることはかなり大

きな要素としてあったのではないかと推

測しています。練習方法や練習時間の長

さなど、いままでの高校野球を指導なさ

ってきた方々に対してどういう考え方で

松本方式を取り入れてきたのかを是非お

聞きしたいと思うのです。 

松本：今までは自分が休みたいからと言

って来たのですが、今もそう思っていま

す。先ほど指導者の顔色を伺って選手が

グランドにいるのは嫌ですと言いました

が、休みがなければ自己防衛反応的にど
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こかでセーブしようとするはずです。野

球は100分の1秒を争うスポーツなので、

結局瞬発力やスピード・反射能力が非常

に大事なのだけれど、毎日休みなくやっ

ていると多分それは失われていくものだ

というふうに高校時代から考えていまし

た。休んでリフレッシュしなければ筋肉

は硬直して動かなくなったり、心理的に

も当然飽き（心的飽和）が必ず来るので

それは必要だと思いましたし、プロ野球

のピッチャーが中 3日とか 4 日で登板し

ます。あれは当然疲労が回復するのに休

みが必要だということに決まっています

が、筋肉の中には筋肉を動かすエネルギ

ー源、グリコーゲンがあるのですが、そ

れがなくなるとまた補充されるのですが、

補充されるまでには 72時間かかるとい

われているのです。3 日間ですよね。よ

いコンディションを回復するためには中

3 日は絶対必要なのです。それは野手で

もそうだと思っています。

私はパフォーマンスを高

める、つまり野球の本質で

あるスピードをより磨い

ていくためには休みが必

要不可欠なものと考えて

います。（休みの導入は）あ

る意味、自信をもって取り

入れました。私にしてみれ

ば、ライバルの学校が休まない方があり

がたいのです。（爆笑）休まないと必ずど

こかでスピードは鈍ってくるはずです。

しかもどこかで故障しやすくなるから、

（ライバル校は）休まないで、休まないで

と願っているのです。そこに（休みをとっ

ている）ウチのチームが勝つ。いかにして

勝つか。野球の本質はスピード、これし

かない。先ほど僕は５０m 走は遅くなる

けれども３０ｍまでなら速いと言いまし

たが、野球はそれでいいわけです。長い

距離が得意な選手は野球選手としてはあ

まり使えないと思っています。マラソン

大会で早く帰ってくる子は野球にはあま

り向いていない。（笑）あと、男の子はお

母さんの遺伝を強く受ける用に思います

ので、お母さんが短距離のスポーツが得

意な人の子は多分野球に向きますね。お

父さんが野球が上手かったのにお母さん

が余り足が速くない子は多分難しいと思

います。そういうことに性格も絡んでい

るので、野球に絶対的に必要な要素スピ

ードを殺さないように心がけています。 

針谷さん：中央高校に松本さんと一緒に

赴任しました。私は赴任して

すぐに担任をやったのですが、

その子たちが３年になったと

きに甲子園に行ったのです。

私自身は野球が大好きで、高

校時代は共学でしたので年中

野球の応援に駆けつけていま

した。それで今いろいろお話

を伺っていて、なるほどと思

うことがいっぱいありました。一番大き

いのは指導法がすごく科学的だというこ

とです。当時なんでああいう練習をして

いたのかが肯けるし、なんであの時ああ
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いう言葉が出たのかが分かったような気

がします。実は、中央が初めて甲子園に

出たときの８月に私は１０日間あまり補

習を入れていました。クラスの子が野球

部のマネージャーをしていまして、「先

生!甲子園に行くようになったら私らは

補習に出られないから日時を変更してく

ださい」と言ってきたのです。そんな馬

鹿な、そんなことはないから心配するな

と笑い飛ばしました。私も他の職員もま

さかいけるとは思ってもいませんでした。

むしろチャンスは前の年の亀井君のとき

で、準決か決勝まで行って負けているの

で、今回はそんな有名な選手はいないし、

いるとすれば小島君と２年生の背の高い

一人くらいだし、３年のレギュラーたち

は地味な小粒な子たちでしたから行けっ

こないと思っていました。でも、生徒た

ちは負ける気がしなかったと言ってまし

た。 

確かに振り返ると逆転勝ちが多かったん

ですね。決勝戦はどうせ勝ちっこないと

最後なのに応援に行きませんでした。え

っ、勝ったってよと家に帰ってきて知っ

て驚いちゃいました。 

練習の仕方が、夕方頃になるとおやつ

なんですか、糖分を摂ってたんですよ。

何でかなと思っていたのですが、疲れて

くると血糖値が下がりますから、それを

途中で補給するためだったんだと分かり

ました。甲子園から帰ってからエアロビ

クスを取り入れ、見てるだけで面白い練

習をしていました。常に新しいものに挑

戦し、練習の中に取り入れる工夫をして

いたのですね。最後にいわゆる「松本語

録」ですが、私が何で松本ファンになっ

たのかといいますと、甲子園に出てその

後ずいぶん中央高野球部は周りからいろ

いろと期待されプレッシャーがあったと

思うんですが、準決勝まで進んだ大会の

ピッチャーが中島君というのですが、上

毛新聞の記事に載っていたのですが、ギ

リギリ最後のピンチに追い込まれたとき

に監督に呼ばれ「試合に負けても死には

しないんだから」といわれたと語ったと

いうのです。それで本人は開き直って投

げることが出来たと言ってたのですが、

通り一遍の言葉ではなくてそういう言葉

が中島君の心に入ったんだなと思って、

そのときから私は松本さんのファンにな

りました。 

大宮さん：野球大好き人間の大宮です。先

ほどＰＭ理

論、リーダ

ーシップの

お話ですが、

名選手とＰ

Ｍ理論はど

ういう関わ

りがあるの

でしょうか。

というのは世に“必ずしも名選手、必ず

しも名監督にあらず”ということが言わ

れます。これはどうしてなのか考えてい

るところがあるので、松本先生はどのよ

うにお考えかお伺いしたいと思います。 
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松本：このＰＭ理論からすればどちらか

が足りないということになってしまいま

す。いい選手というのは自分の、例えば

イチローが打つということはイチローの

感覚は私たちには理解できないというか

分からない領域に属しますね。基本的に

はボールに自分から近づいて打つのです

が、それは普通はバッターにとって不利

になるわけです。しかし、イチローは前

に動きながらあれだけのミートをするわ

けですからね。イチローが自分の感覚だ

けで上手くいかない子を指導したらおそ

らく上手く指導は出来ないと思います。

もっと目線を下げてホントに低いレベル

から考えていかないとダメですよ。です

から、そういう視点がもてないとすれば

指導者としては思うようにいかないかも

しれないという気もします。あとは人間

関係が大事ですから、選手がこの指導者

の話を聞くことが自分にとってプラスだ

と思えば聞くでしょうし、そうでないと

思えば聞かないですよ。 

この間、日ハムのスカウトとちょっと

話をする機会があったときに「松本さん、

私たちにとって大事なのはこれからはコ

ーチをいかに教育するかなんです」と言

っていました。これはどういうことかと

いうと、選手を指導したいんだけれども、

ワイシャツを着てネクタイをしている球

団の上部の人が何を言っても選手が聴か

ない。つまり、日頃接しているコーチの

話なら聞くけど直接接していない人の話

は聴かないということです。コーチがよ

い指導をしてくれなければ何もならなく

なっちゃうんで、私たちにとってみれば、

コーチ陣をどうやって教育するかなので

す、という話をしていました。どうやっ

て指導するかには、集団をどうやって維

持するか、Ｍの要素が大事になってくる

ように思うんですが、そんな風なことを

話してました。私がいつも意識している

のは指導するときに目の前のこの子に自

分がどれくらいなりきれるかということ

なのです。この子がいまこうやってボー

ルを投げたり打ったりしている、時々そ

の子の真似を自分でしてみるのです。そ

うすると、こうやって投げたのではここ

が上手くいっていないとかこうやって振

ってるのではパワーが出てこないとかが

分かるのです。ですから自分がいかにこ

の子になりきれるか、なりきれたときに

は多分何かのヒントが浮かび上がってく

る気がしているのです。だから、選手に

なりきれないと、もしかしたらよいコー

チになれない可能性が出てきてしまうと

いう気がします。いつも子どもの頃のこ

ととか高校生の頃のことなどを忘れない

ようにしようと思っています。指導者に

なると大人になりすぎちゃって、ついつ

い子どもを馬鹿にするような人がいっぱ

いいるように思うんです。俺も高校生の

ときはこんなことを感じていたとか考え

ていたよねということを大事にしようと

しています。 

大宮さん：有難うございました。それから

これは私の思い出話なのですが、松本選
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手が甲子園に出発する前橋発の電車に乗

り込んでいって質問した一人の男がいた

のですが、それが私なのです。（笑）その 

とき一つの質問をしたのですが…、何と 

なく記憶は蘇ってきましたでしょうか。 

松本：あの時、甲子園は坊主頭でないとま

ずいよねとでみんなで話したのです。ス

ポーツ刈りッぽかったのでいやいやなが

ら丸坊主にしたのです。そしたら僕はマ

ルコメ味噌のＣＭに出てくる男の子に似

ていたので、恥ずかしくて学帽をかぶっ

たのです。学帽などもっていなかったの

にどこからもってきたのか被っていまし

た。（大笑）で、両毛線の４人がけの席に

座っていました。そのとき質問してくだ

さった…。 

大宮さん：実はこのことは秘密にしてと

っておきたいのですが、ここで披露しま

す。「甲子園で最初に投げるボールはど

ういう球を投げるのですか」と聞きまし

たところ「ボールしか投げる球はありま

せん」と答えられたのです。（爆笑）そし

て比叡山高校との対戦で完全試合を達成

したのです。これは私の一生の宝物なん

です。私も教員を続けておりましたし、

その甲子園組のセカンドの田口君、サー

ドの川北君は私の中学時代の教え子なの

です。本当に良い思い出をつくってもら

いました。これからも群馬県の高校球児

たちの夢を実現するために頑張ってもら

い、頑張るというのは禁句らしいですが、

（大笑）宜しくお願いします。 

松本：すみません先生！１７歳で大人の 

方をおちょくっていたなんて（爆笑）申し

訳ない気持でいっぱいです。 

大宮さん：松本さんってそういうユーモ

アセンスのある方なんですね。大変素晴 

らしいと思います。（笑） 

松本：今いくつかお話いただいた中でふ

と感じたのですが、石原先生から僕が何

で休みをつくったのという話がありまし

たけど、野球の指導者になる上で裏付け

というのが欲しかったのです。大学へ行

って勉強したかったことは「裏づけ」、

“なんでこうするの”というときの裏付

け “こうするとどうなる”というのが欲

しかったのです。一度「常識は常識なの

か本当に」と疑ってみなければと思って、

大学生活をやってきた気がします。当時

はまだ水泳をしてはいけないとか水を飲

んではいけないとかいわれた時代でした。

それは本当なのか？というのがありまし

た。針谷先生が言ってくださいましたが、

練習中におやつを食べたのです。それは

先ほどの理由の通りだし、当時の常識と

いわれたことであとで間違いと分かった

ことがいっぱいあったのです。まだ他の

チームは旧態依然のことや、「休まない

のが美徳」であったから、ある意味、私

が学んだ知識でやれば勝てる可能性があ

ると思ったのです。今は若い指導者はみ

んな高校野球の指導をやろうと思って勉

強して指導している。そういうところで

周りのチームに隙がなくなって（笑）勝つ

のがより大変になってしまいました。で

も、全体から見ればすごく良いことです。 
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僕はさっき、人の見ていないところで

努力してといいましたが、（自分では努力

しないのに生徒には言ってるのですが）高校野

球の試合はたった２時間で終わるのです

が、そこで勝つためにその前にその何十

倍も準備しているのです。それは多くの

人には見えない部分なのですが、相手を

知らないと戦い方が分からないのです。

だから相手をどうやって知るかというこ

とはとことん人がみてないところでやる

のです。一つ勝つことは大変なことなの

です。それから自分たちを知らないとダ

メですね。野球選手としてこの子は能力

的に百点満点だと思えば何も言わないで

す。思うとおりやってくれていいわけで

す。でも、７０点の能力しかない子に８

０点、９０点のプレーを求めては可哀そ

うだし、結果は７０点もいかないのが普

通です。だからその子は７０点の野球で

いいと思ってやっています。だから、エ

ラーしても打てなくてもそれは実力の範

囲内だからしょうがないと思って、「俺

がもっと何をしたらこの子が７５点にな

るか」をいつも考えないと何も問題解決

しないなと思ってるんです。だから、あ

まりミスしても打てなくてもその子にで

かい声を出したり罵声を浴びせたりとい

うことはまず出来ないです。その前に「俺

がもっとどうすればよかったか」をフィ

ードバックしているつもりです。 

平野：すでにお約束している時間を超え

ているのですが、もし言いそびれていた

こととか最後に一言がありましたらそれ

を受け付けて終わりにしたいと思います

が…。 

小川さん：先生の話は野球論に留まらず、

高校の先生として、部活動を通してどう

いうふうに高

校生を指導し

ていくかとい

う観点で聞か

せていただき

ました。いろい

ろある中で特

に印象に残ったことは、科学的な指導を

することとミーティングは帽子をかぶっ

たままでと出場選手は投票で選ぶという

ことでした。これは指導者として、監督

としての生徒との関係のあり方ですよね。

それに非常に感銘を受けました。精神主

義をやめるとありましたが、精神主義が

なんで横行してきたかというと、先生が

啓蒙する立場、優位の立場にいて、生徒

がバットもミットもない環境からきた子

に素質も見つけてというような長い歴史

の背景の中で、先生と生徒の関係がおの

ずとつくられてきたからだと私は考えて

います。最近は若い指導者もみんな勉強

しているそうで、知識そのものは相当進

んでいるけれど、昔のように無知蒙昧の

生徒を啓蒙する時代ではないから、指導

者と生徒の関係というのは難しくなって

いますね。さっき、長髪を注意したら辞

めてしまったということからチラッと伺

えるような現在の高校生の生の姿、その中 

でどういうふうな指導者のあり方が可能 
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かどうかをお聞かせ願えればと思います。 

松本：難しいですね。途中でいったように、 

いろいろな生徒がいるので一つのやり方

で全部を満足させることは不可能に近い

という気がしています。ですから、指導

者がいろいろな引き出しを持っていて、

絶対譲れない部分もありますから、でも、

この子にはこの引き出しから、この子に

はこれという、個に応じたオーダーメー

ドの指導が少しでも増えると大部分の生

徒も満足するのではないかと思うのです。

ある生徒はこの監督を気に入っているけ

れど、嫌いな生徒もいっぱいいるという

集団が結構見受けられますよね。それは

仕方ないかもしれませんが。 

あとは日本はボランティア的なところ

があります。この間から土・日、５時間

以上指導すると３０００円の手当てが出

るようになって…、僕はとても喜んでい

るのですが、少年野球でも何でも指導者

はボランティアでやっているので、結局

はその人のやりたいように、言いたいよ

うにやっている部分が多いように思うん

です。ですから、本当は資格制度をしっ

かりつくって、報酬を出して、それでも

し指導者が周りから認められなかったら

もう一度勉強しなおして、というような

システムにしていかないと同じことの繰

り返しのような気がしますね。指導者が

そうやって知識や経験を深め、広めて対

応していくことと同時にそういうシステ 

ムがつくられることが必要だと思ってい 

ます。           （拍手） 

〔追録〕編集子が依頼して“松本マジック”の

一端を書いていただきました。 

 

ベンチ内から見た「松本野球」 

    岩根 承成（元前高野球部顧問） 

 松本稔先生・監督と前橋高校へ同時に

赴任したご縁で、私は前橋高校硬式野球

部の顧問教師の末席をけがすことになり

ました。 

 2001 年夏休み中から、選抜甲子園へつ

ながる秋の県大会の期間、部長（責任教

師）の岩井尚龍先生が長期の出張となり、

私が代役を務めることになりました。夏

休み中の新潟での合宿、中毛リーグ、練

習試合、そして秋の関東大会の県予選と、

松本野球をベンチ内から、堪能できる幸

運に恵まれたのです。 

 それまで私はスタンドの応援席から、

保護者の方々や、生徒と一緒に応援・観

戦するのが常でした。前高の勝利を祈り

つつ、松本野球の楽しさ、面白さ、凄さ

にひかれ球場へ通いました。試合中、一

つか二つ、ハットする作戦があり、これ

が楽しみでした。いわゆる「松本マジッ

ク」です。私の見た範囲で、その成功率

は 90％を超えていました。 

 応援席の一フアンから、ベンチ内で直

接松本野球に接する機会を得た私です。

秋の県大会では、対中之条・桐生・富岡・

沼田の各高校戦をクリヤーして、準決勝

は強豪桐生第一高校戦となりました。こ

の一戦は、甲子園につながる関東大会出

場権をかけた大事な試合です。秋の日暮
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れは早く桐生市営球場が少し薄暗くなっ

たころ、軟投のエース松下君から速球派

の茂木君へスイッチし、8 対 7の接戦を

ものにしました。松本監督のさりげない

投手交代にも、天候を考慮した計算があ

ったのです。 

関東大会出場権を得て桐生市営球場を

あとにしたバスの中で、松本監督は携帯

電話を使って、関東地区各県の県大会決

勝の日程・会場の情報収集に取り掛かり

ました。学校に到着して、早速控え選手

を中心に他県の決勝戦のビデオ取りの編

成が行われました。翌日、決勝の対太田

商業戦のさなか、千葉・埼玉・神奈川・

茨城・栃木へとビデオ隊が向かいました。

この段階で、松本監督は関東大会から甲

子園出場をにらんだ、仕掛けに取り掛か

っていたのです。 

宇都宮を会場とする関東大会において、

群馬県 2 位の前高は神奈川県 1位の平塚

学園を相手に 1回戦へ臨みます。相手は

本大会優勝候補の呼び声高い、右の剛速

球投手を擁するチームです。ここで先に

手分けして収集したビデオ取りの分析が

ものを言うことになります。関東大会の

宿舎で、夕食後の選手全員による相手チ

ームの分析が行われ、その席でビデオか

ら平塚のエース投手のけん制投球フォー

ムのクセを見抜くことになるのです。 

翌日、平塚学園戦、早い回に 1塁に出

た俊足ではない山崎君が、早速盗塁を成

功させて、相手投手に揺さぶりをかけ、

動揺を誘い、立ち直る機会を与えない攻

撃で、8 対 0 のコールドゲームをもって 2

回戦へ進出を果たしました。 

この勝利の背景にもう一つの「松本マ

ジック」がありました。前日の公式会場

での公開練習における仕掛けです。平塚

学園は洗練された、強豪チームを印象づ

ける練習を前高の選手の前で見せてくれ

ました。代って前高の番です。ベンチ入

りメンバーばかりか同行した全選手がグ

ラブを持って守備に就き、2 箇所からシ

ートノックを受けるのです。あちら、こ

ちらで白球がグラブを弾く、ボロボロの

守備練習でした。スタンドで見学する平

塚の選手は笑いながら、群馬県 2位の「実

力」を、この段階で「こんなものか」と

認識したようです。実は、これが相手を

油断させる仕掛けだったのです。試合当

日、前日の練習光景の残像が平塚の選手

の意識の中にあり、いつでも得点できる

という姿勢がうかがえました。しかし、

平塚はアンダースローの松下君の軟投に

タイミングが合わず、凡打を繰り返し、

得点を挙げることさえ出来ずに、終わっ

てみれば 8回コールド、前高の勝利とな

りました。 

2 回戦、対甲府工業との試合です。前

高の攻撃中ランナー3 塁で、バッター山

田君のところで、松本監督は躊躇なくサ

インを出しました。トリックプレイです。

企業秘密のため具体的にお示しできませ

んが、関東大会向けに前高のグランドで

練習をやった作戦です。練習中不器用な

山田君はタイミングが合わず、アドバイ
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スを受けながら繰り返しやっていました。

そして本番で見事に成功させ、3 塁走者

のホームインを助けました。このプレイ

が決まった瞬間、ネット裏の観客席から

「今のプレイは、何だったのだろう？」

という声が上がります。私は「松本マジ

ック」に酔いしれていました。こうして

2 勝し、準決勝へ進出した前高は、目出

度く 2002 年春の甲子園に選抜され、松本

先生は、監督として 2 度目の甲子園をつ

かみ取ったのです。 

一本勝負、負けたら終わりの高校野球

においては、監督の采配と選手の集中力

が勝敗を分けるように思います。松本先

生は、選手との確かな信頼関係の上に、

普段の練習を踏まえ大会・試合に臨んで

いました。2 時間前後のゲームに、多く

の事前準備と練習に裏付けられた作戦・

仕掛けを有効に結びつけ、目標を実現さ

せました。 

これが、私の見た「松本野球」「松本

マジック」です。現役の高校野球監督の

である松本先生の今後のご活躍を、一人

の松本ファンとして期待してやみません。 

         （2009 年 5月 5日） 

 

〔感想文より〕 

幸運の人 松本稔先生 

「一身にして二世を生きる」これは遠くは江戸

と明治を生きた福沢諭吉が、近くは戦前 

の東大法学部と戦後の民主化の日本を生 

きた丸山真男がともに語ったことである。 

松本さんご自身が述べておられるように、前 

 高在校中に甲子園出場、完全試合を達成し

（1978 年）その 24 年後の 2002 年、今度は母

校の教員、監督として再び甲子園に。もう死

んでもいいと思ったのは実感であろう。 

 彼の幸運の素（“味の素”みたいだが）は何

だろうか？完全試合に臨んだ際（17 歳のとき）、

初めて甲子園球場に立ったとき、球場が小さ

く見えたという。これなら投げられると思ったそ

うだ。ストライクゾーンも広く取ってもらえたと

も述べておられる。幸運の素はこの「リアリズ

ム」にあると思う。 

 リアルに物を見て、知的に正直に事にあた

ること、これである。 

 これを「科学的」と表現してもいいが、又、人

間の能力として精神的なものと身体的なもの

の総合の仕方とも考えられる。 

 高校の教員として、春秋に富む若者たちの

指導にこの“幸運の素”を是非生かして大きな

成果をあげてもらいたいと切望する。 

 日本画家の竹久夢二は松本先生の甲子園

にあたるような大きな挑戦（わが群馬県に美

術研究所を作る）をしたが、関東大震災と結

核によって夢半ばにして倒れた。 

 時代の流れというものがある。関東大震災

に匹敵するほどの未曾有の経済危機下にあ

る現在、揺れる高校教育の現場で幸運をバ

ネとして更なる幸運を招き寄せることを祈る。 

 具体的には神技的な生徒指導である。特に、

指導における民主主義の徹底。生徒の自主

性・自主参加の尊重。先生自身の経験を生か

した？女子高生の指導改革（共学の実をあげ

ること）ひいては学校全体、特に職員室の活

性化を目指してもらいたい。   （小川達彦） 


